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北大宮校校友会の皆様、お元気にてお過ごしのことと存じます。

さて、北大宮校校友会は現在 1～7期で構成され、会員数も約 230名 となりました。

各期ともそれぞれにクラブ活動を楽しんでおられることと思います。

北大宮校協議会広報部としては、更に交流の輸を拡げることを期待し、他期或いは他校仲間と

の交流を希望する倶楽部を下記の通り紹介します。

1期 ログラウンドゴルフ『ラッキークラブ」    6期 ロプラザノース太極拳クラブ

現在部員数 19名 (他期 4名)        部員数 33名

モットーは楽しく、無理せず、出会いを大切に  活動回数等 :原 lllとして毎月 2回、土曜日

公認の指導員がリーダーで毎月 2回 (第 1・3  10時 00分～12時 00分

水曜日9時～12時)活動、年 3回大会あリ   プラザノース 2階絵画アトリエ

活動場所 :秋葉の森総合公園多目的グラウン  アピール:健康長寿と仲間づくり

ド、宝来グラウンドゴルフ場 他        6期 日村―彦

1期 増田政彦

7期 ロゴルフクラブ

2期 日詩吟クラブ              現在の部員数 6名 *募集人数 2～ 3名で飲

現在部員数 17名 (他期 4名、他校等 6名)  み食い苦にならない方

大きな声(腹式呼吸)を出すことで健康増進、   プレイ場所:自 宅から近場でプレイ代金割安

素晴らしい漢詩で歴史も学びます       の魅力的コースを選択

月 2回 (第 2・ 4土曜日 10時～12時)     交通費 :往復移動は費用軽減のため近隣の

植竹公民館で吟詠練習。連合会文化祭ほか   方と乗り合い実施

年 4～5回合吟吟詠を披露          7期 新谷 章

2期 阿部徹―郎

7期 ロパソコンクラブ

4期日北大宮ハイキングクラブ         現在部員数 12名 毎月第 2E4金曜日のび

部員数 9名 (男性 4名、女性 5名)      のびプラザ 3階 初歩から楽しく学んでます

活動内容 :日帰リハイキング、ウォーキング、   7期 西川ちえ子

散策、部会等年 16回程度実施

基本的には土曜日に活動、ハイキング初級以  7期ロハイキングクラブ

下のコースで歩行距議 10km以内      現在、女性 6名 男性 6名

活動場所 :関東―円で交通費 4,000円以内   明るく楽しくをモットーに、月 1回程度活動

が殆ど。HP「北大宮ハイキングクラブ」     7期 長野萬歳

4期 室井孝雄

以 上



北大宮校2期 の有坂昭三さんが第89回 「第一美術展」で表彰されましたので、校友の皆様 と

共に喜びを分かち合いた く、下記の通 り紹介いた します。
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有坂昭三

第89回 第―美術展 絵画一般の部に応募 して「第一美術展賞」を受賞
【タイトル「舟のジィジ」、P100号 ,水彩画、紺色の木製額縁も自作 。出品】

六本木、国立新美術館にて展示され

ました。 (2018年 5月 末から6月 11日 )

その後、長野、名古屋,京都 と作品の

巡回を予定 しています。

8月 末に一度手元に戻る予定で した
が、今回は、そのまま第二美術協会埼
玉支部展 として埼玉県立近代美術館に

て展示されることにな りました。 (lo

月2日 からlo月 7日 入場無料 )

自分の作品ですが、暫 く見ていなかっ

たので、また逢えるのが楽 しみです。

旅先の或る湖周辺の森で絵のモチーフを捜 していると、切 り開かれた草地の廃材置場で

見捨てられた舟達に出会いました。 廃屋状の油庫の脇にはボー ト用材や貴の子、用途不明
な廃材が積み重ねられてお り、人の営みの都合で舟達も無用 とな り処分 される様で した。

その FRP製 船は、湖水から遠 く離れた草叢で波間に浮かぶが如 く置かれていました。
「老兵は消え去るのみJと 、無念そうに感 じられました。 しか し、舟中の腐葉や土砂に草
が生え黄花を咲かせているのです。風光 り、陽だまりに第二の人生がありました。 「これ
は、これは」なんと、花鳥風月に生きている舟のシエアがそこに居ました。この舟との出
合は、この旅の得難い収穫で した。

スケッチ しながら「こんな所で.¨ 釣 り人や恋人達を乗せて疾走 していた、キラキラするあ
の水面が懐か しいだろ」 と、訊いたら「あぁ、そんな時もありましたねJと .… 草の波で応え
たように感 じました。 「今は幸せです。思い出に槌るのは止めました。失ったモノを思い

返 している暇は無いよ。小鳥や リスや蝶々も雨水飲みに来るから、花も咲きます。霧や雪、
時に満天の星や雨雲等々、四季の恵みを頂いて一日一日を過ごしているのです。毎日が勝
負ですねJと 、はにかんで答えてくれた気が しました。

「朝がやって来ると、光る草露の波や樹々の騒めきで爺仲間と屈託ないお喋 り開始だ。
この森には神様が居るので、ありがたいなぁ。何も心配 しとらんよ。でも形が在る限 りま
だまだ元気で居たいよ」 と。ああ、この舟も僕 と同 じ老境シニアのお仲間だ。セカン ドラ
イフだな。幸せの国、ブータン王国みたい。

浮世の勝ち負けや損得、欲望の しがらみとは無縁の「忘れていた幸福」をここに見つけ
ました。この「幸せ感」を絵画で表現 し、シニアの皆に伝える画力があればなぁ.¨ 。 「爺の

私は絵にな りますか ?」 日焼けした人懐っこい姿で舟のジィジが私に問うてきた。たぶん。


